
         学位論文の審査結果の要旨  

 

   

分光計測は，計測目的に応じて適切な分光器の設計・製作には多様な問題が存在する．分光

器の雑音，計測装置条件が，分光計測に及ぼす影響に関し，詳細な解析が重要となる．本論文

は，これらの課題に対して，分光放射計と近赤外分光計を対象に，理論的解析や実験的検証に

より設計指針および実用計測システムを下記のとおり提案している．  

１．回折格子分光器から得られる光量推定方法をあらたに提案した． 
２．分光放射計に関して，極限分解能，波長ずれ，スリット幅，波長分解能，分光器波長感度

などの因子が計測に及ぼす影響を分光学理論および数学的手法によって解析し，実験的検証

を加え，分光放射計の設計および解析に総合的な方法論を提案している．これらの研究成果

は日本工業規格制定など貢献も大きい． 
３．近赤外分光計測において，装置雑音の影響とその低減方法の提案と実証，および機差の要

因の解析と実証を経て，豚肉脂質測定，エコフィード測定装置，ひき肉測定装置，牛血液測

定装置，木材品質オンライン評価への適用し，新規で独創的な計測システムの実用化に成功

している． 
これら本論文の成果は分光計測工学の分野で先導的なものであり，今後分光計測システムを

設計・製作ならびに運用するに際して独創的で有用な提案としてまとめられていることが審査

委員一致の評価を得た．また，分光学の発展の経緯を深く理解したうえで，光量，分光器の仕

様，雑音の低減，機差等の課題に対し，理論的で数学的手法を駆使した解析を進めるのみなら

ず，分光データをもとにした実験的検証を展開し，これらを統合した設計指針を提案している

と，審査委員が一様に評価した．さらに本論文ではこの設計指針によって開発された分光計測

システムの実用化を述べており，これらの実用化例すべてが新規な計測システムとして産業の

発展に貢献していることも確認された． 
 以上，本論文は分光分析・計測工学の先導的研究成果をまとめたものである．本論文の成果

は，すでに JIS 制定や産業分野への適用などの工学的な貢献が確認されるのみならず，今後分

光学，分光計測の基礎，応用の両面で幅広い貢献が期待される． 
また，筆頭著者としての学術論文数は，本講座の博士の学位授与基準を満たすこと，および

英語によるプレゼンテーション，質疑により，英語力も申し分ないことを確認した．したがっ

て，著者は大学院修了者と同等の学力を有し，本論文は博士学位論文として認められることを

審査委員全員一致で結論した． 
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